
「津久井やまゆり園事件から
人権や命の重みを考える」

６月29日（木） 10：00～12：00 石狩市、石狩市地域自立支援協議会

P&Aいしかり 共催

石狩市総合保健福祉センターりんくる視聴覚室

松泉グループ総合施設長 光増昌久

（障害のある人と援助者でつくる日本グループホーム学会 代表）

１９のいのちが奪われた相模原障がい者殺傷事件を共に考える集い
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ロバートマーティン２０１６年障害者権利委員会に
立候補 ２０１７年～２０２０年 昨年６月選ばれました

しょうがいしゃけんりいいんかい

りっこうほ

ニュ―ジーランドから



•日本 •ニュージーランド

だれかわかりますか

石川 准さん
障害者政策委員会委員長

ロバート・マーティン
IHC（NZの親の会）職員

http://www.sankei.com/life/photos/160614/lif1606140013-p1.html
http://www.sankei.com/life/photos/160614/lif1606140013-p1.html


２０１６．６．１５．国連 障害者権利委員に



「津久井やまゆり園」で 亡くなった方たちを追悼する集会
海外からのメッセージ紹介から引用

2016年8月6日 東京大学先端科学技術研究センター

ロバート・マーティン ニュージーランド

私は日本を思い、特に日本の障害者の方々を思っています。
私の心と想いはこの悲劇の時に皆様と共にあります。私たち
は、ほかの悲劇に巻き込まれた人々を思い出すのとまさに同
じように、障害者のことを思い出す必要があります。国連障害
者権利委員会での私の役割の中で、このような悲劇を再び起
こさないために、障害者が確実にかけがえのない市民として
見られるよう私は懸命に努力します。世界の人々に障害者を
仲間の人間として、本当の人間として見てもらうことが必要で
す。「キアカハ」強くあり続けましょう。



本論に入る前に！

津久井やまゆり園事件が国民に投げかけるもの！





T4作戦は、ナチス・ドイツで優生学思想に基づいて行われた安楽死政策
である。1939年10月から開始され、1941年8月に中止されたが、安楽死
政策自体は継続された。「T4」は安楽死管理局の所在地、ベルリンの
「ティーアガルテン通り4番地（現在同地にはベルリン・フィルハーモニーが

ある）を短縮したもので、第二次世界大戦後に付けられた組織の名称で
ある。

ハダマー安楽死施設の「シャワー室」（ガス室）

バスで移送される障害者
ウィキペディアから一部引用

Ｔ４作戦
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8A%E3%83%81%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%84%AA%E7%94%9F%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%89%E6%A5%BD%E6%AD%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/1939%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1941%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%AB%E3%83%AA%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%AB%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%AB%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%A2%E3%83%8B%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%BA%8C%E6%AC%A1%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%A4%A7%E6%88%A6


９月２４日（土）ＮＨＫＥテレ 午後11時00分～午前0時00分

アンコール「ホロコーストのリハーサル
～障害者虐殺70年目の真実」

ユダヤ人大虐殺に比べて、表だって語られてこなかった障害者の
虐殺。終戦から70年たち、事実に向き合う動きが始まっている。
きっかけの一つは5年前、ドイツ精神医学精神療法神経学会が
長年の沈黙を破り、過去に患者の殺害に関わったと謝罪したこと。
学会は専門家に調査を依頼、この秋、報告書がまとまった。
何があったのか。日本の障害者運動を率いてきた藤井克徳さん
（自身は視覚障害）が現場を訪ねる。語りは大竹しのぶさん。 10

http://www4.nhk.or.jp/etv21c/x/2016-09-24/31/22183/2259520/
http://www4.nhk.or.jp/etv21c/x/2016-09-24/31/22183/2259520/


相模原事件を特集した雑誌、単行本など



津久井やまゆり園事件（相模原殺傷事件）が問いかける問題と課題
皆さんは、どう考えますか！？

最新刊
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新出生前診断１万人受診 検査後中絶、２年で221人
日本経済新聞 2015/6/27付

妊婦の血液で胎児のダウン症などの染色体異常を調べる新出生前診断を実施してい

る病院グループは26日、検査開始後２年間の実績を公表、２年目の2014年度に１万60人

が受診したことが分かった。１年目の7740人から大幅に増えた。検査で異常が確定する

などして中絶したのは２年間で221人だった。

おなかに針を刺して子宮内の羊水を採取する羊水検査も13年に約２万600件と過去最

多になったのが25日に明らかになった。胎児の遺伝疾患を調べる検査が広がる傾向が

浮き彫りになった。

グループは13年４月の導入以来２年間の実績を集計。１万7800人が受診し、295人が

陽性と判定された。確定診断の羊水検査に進んだ253人のうち、230人の異常が確定した。

確定診断で異常なしとされた人も23人おり、誤って陽性と判定される「偽陽性」が９％と

なった。

陽性判定を受けた295人のうち、中絶したのは221人、妊娠を継続した人が４人、胎児が

死亡して

しまったのが41人などだった。確定診断を受ける前に中絶した人も数人いた。
14
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画家
岡本佳子さん
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書家
金澤翔子さん

金澤翔子さんホームページから
http://k-shoko.org/



一 私たちは、あたたかい心をもって、すべての人のいのちを
大切にします

一 私たちは、誰もがその人らしく暮らすことのできる地域社
会を実現します

一 私たちは、障がい者の社会への参加を妨げるあらゆる壁、
いかなる偏見や差別も排除します

一 私たちは、この憲章の実現に向けて、県民総ぐるみで取り
組みます

平成28年10月14日











詳細は
別紙資料
を参照



「津久井やまゆり園
事件検証報告書」

平成２８年１１月２５日
津久井やまゆり園事件

検証委員会







この夏、日本では、ショックな事件が起こりました。７月２６日の夜中に、神奈川
県の施設で暮らしている私たちと同じように障害を持つ１９人の仲間が亡くなりま
した。私が、この事件を知ったのは、朝のテレビのニュースでした。寂しさと悔し
さで涙が止まりませんでした。
犯人が衆議院議長に送った手紙の中に、私がとてもショックを受けた言葉があ

ります。
「障害者はいらない」私は、この言葉を聞いて、心が壊れました。
あの事件から、３ヵ月が過ぎました。テレビや新聞などでは、この事件が、まだ
報道がされています。私も、テレビや新聞などに、取材されることがあります。障
害者に関係する人たちと、この事件について話し合いもしています。

テレビや新聞などで、世界の国では、弱い立場にある多くの人や動物の命が奪わ
れていることを、最近知りました。
世界中で、何が起きているのかを知り、理解することがとても大切だと思いまし

た。
私なりに今回の事件を通じて、色々な事を考えました。障害者権利条約第10条に
「生きる権利」が書いてあります。この事は大切なことだと思います。寂しいこと
や辛いことが、この先もあると思いますが、今回の事件で亡くなられた仲間たちの
命の分まで、生きることが大切だと感じています。



世界中の方から、励ましの手紙やメールを
沢山いただきました。全国手をつなぐ育成
会連合会、障害のある仲間たちとその家族
に、「これからもがんばりましょう」と
言ってくれました。

本当にありがとうございました。これから
も応援よろしくお願いします。

最後に、今回の事件で犠牲になった方たち
と、近年なくなられた国際育成会連盟の世
界の友達のために黙とうを捧げたいと思い
ます。皆さん立って頂けますか 黙とう
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■障害者でよかった、今思う 奈良崎真弓さん（本人会サンフラワー会代表）

事件はテレビのニュースで知りました。「障害者なんていなくなればいい」と植松聖（さとし）容疑者が話していると知り、
心が壊れました。

小学５年の時のことを思い出しました。授業についていけなくなった私に、友だちは「死ね」「障害者はいらない」と言い、
離れていきました。とてもショックでした。二十数年忘れていた言葉が心にグサッときて、２日間、嘔吐（おうと）と寒気に
襲われました。

家族と暮らす自宅から週に４日働いている花屋へ行く途中、誰かから同じことを言われるのではと。怖い。今も夜中に
目が覚める。事件が起きた施設にいたらどうなっていたのか。「助けて」と言えただろうか。妄想してしまう。

植松容疑者が障害者の命を否定したことは許せません。でも、事件を予告した時、なぜ周りの人が注意しなかったの
でしょうか。植松容疑者の人生がダメになったのは、もったいない。怒りというより悲しいです。

障害者がいなくなればいいと思うことはたぶん、みんなにあると思います。でも障害者が本当にいなくなったら、どんな
社会になるんだろう？ みんな年をとると体が動かないことがありますよね。事故で体が不自由になるかもしれない。そ
の時、「あなたはいらない」と言われたらどう思いますか？ ぴんぴん元気な人ばかりだったらロボットの世界のようだと
思いませんか？ 街や駅のバリアフリーもないかもしれません。
月に一度、知的障害者の本人が集う会を開いています。仕事や年金、住居、恋愛といった悩みを話し合ってアドバイ
スしたり、法律を勉強したり。家に閉じこもりがちな人には「怖くても飛び出してみようよ。誰かがきみを支えてくれる」と
励まします。街に出て障害のない人が私たちと出会う機会が増えれば、お互いを大事にできると思う。

http://www.asahi.com/topics/word/バリアフリー.html


障害があるとかないとか関係なく、一緒に笑ったり感動したり、時には泣いたり怒ったり。それだけで、人は生きている
価値があるんじゃないでしょうか。あるがままの命の重さを感じられるんじゃないかと思うんです。がんばらなくていい。
笑ったり泣いたりできない人には「どうしたの？」と寄り添えばいい。

専門用語や長い文章はわかりづらいし、難しい漢字は書けません。頭の中で計算するのも苦手。障害がない自分に
なりたいと思ったことは何度もあります。

でも、親身に支えてくれる人や、顔の筋肉は動かないけれど目を開けて「きょうも生きている！」と感動させてくれる知
的障害と身体障害のある男性など、さまざまな人と出会い、人は一人ひとり違っていいと実感できた。だから今、こう思
うんです。障害者でよかった、と。（聞き手・森本美紀）

ならざきまゆみ ７８年生まれ。知的障害があり、当事者の視点から発信を続ける。自治体の施策作りに関わり、海
外で活動も。

朝日新聞 2016年8月26日05時00分

（耕論）障害があったとしても 奈良崎真弓さん、浅野史郎さん、雨宮処凛さん から奈良崎さん分抜粋



（ひと）奈良崎真弓さん
相模原事件を語る会を主宰する知的障害者
2017年1月19日05時00分 朝日新聞から
•奈良崎真弓さん

「私いま壊れそう」。昨年７月に相模原市の施設で知的障害のある１９人が刺殺された翌日
、知人にそうメールを送った。そして考えた。「こんな事件が起こるのは、知的障害者は何も
できないと思われているから。事件への思いを障害者本人の言葉で伝えたい」

http://www.asahi.com/articles/photo/AS20170119000218.html
http://www.asahi.com/topics/word/相模原市.html
http://www.asahi.com/articles/photo/AS20170119000218.html
http://www.asahi.com/articles/photo/AS20170119000218.html


当事者の集会１１月 ちえりあ
一般市民も多数参加した。

７月２３日（日）ちえりあ １３：３０～１６：３０
津久井やまゆり園事件 １９のいのちを忘れない集会

NHK教育テレビ バリバラに出演した土本さんがスピーチし意見交換をする。







津久井やまゆり園で
献花に行った土本さんたち
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